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 分 娩 数  60 件 緊急帝王切開 7 件 

母 体 搬 送 4 件 ＮＩＣＵ 稼働率 72.2％ 

新生児搬送 1 件 M F I C U 稼働率 81.1％ 

(平成 30 年 9月) 

朝晩はグッと冷え込んできました。 

夏にたまった疲れが抜けず、秋バテを

感じている方も多いのではないで

しょうか？ 

さて、現在開催中の「山口ゆめ花博」

皆さんは行かれましたか？ 入場者も 

50万人を突破し、大盛況のようですね。 

「日本一長い竹のコースター」 

一度体験してみたいです！ 

(C.K<N.S<Y.M<K.H)  

入院からお産まで とても順調に経過
しました。 お姉ちゃんがタイミング良く
お兄ちゃんを連れてきてくれて、 一家
そろって 悠汰君の誕生を迎えることが
できて本当に良かったです。お姉ちゃんは
上手にお母さんのサポートをされ 頼もし
かったですね。 
お姉ちゃんの色彩豊かな絵はすばらしく、 

赤ちゃん誕生のうれしさが伝わってきます。 
悠汰君、お姉ちゃんとお兄ちゃんと仲良く、

すくすくと成長してくださいね。（小野） 

【ご主人】  3 人とも立ち会ってもらえて心強かったです。最後のひとふんばりの時に
主人の手を必死につかんだことを覚えています。痛かっただろうなぁ（笑） 

お産の部屋のとなりが入院するお部屋だったので、長男はそこでお昼寝でき、もう
生まれるという時に長女が長男をとなりから連れて来てくれました。 
この度もお産が早く進んで陣痛もつらかったですが、腰をさすってもらったり、 
「あと何回かですから！」とはげましてもらったりで、後から思えばあっという間
でした。産後も色々な面でサポートして頂きました。 

 今回は、妊娠中の旅行について少し書いてみようと思います。 

 妊娠中の旅行は、「マタ旅（マタニティ旅行の略）」というおしゃれな名前をつけられて、近年、急速に

広がってきました。でも、ちょっと考えてみてください。それは本当におしゃれで素敵なことなの

でしょうか？ 「安定期に入ったので旅行に行ってもいいですか？」という質問をよく受けますが、

安定期だから何も起こらないという保証はどこにもありません。また妊娠中は どの週数においても

本当の意味での安定期はなく、常にリスクを伴います。現在の医療はどんどん発達してきて、以前は

助けられなかった週数での命も助けられるような時代になってきました。でも、医療は万全では

ありません。ちょっとしたことで明暗がわかれるのが妊娠の怖いところでもあります。 

 2010 年と少し前の報告になりますが、「日本周産期・新生児医学会」において、東京ディズニー

リゾートからの妊婦救急搬送について、同地から最寄りの救急医療施設である順天堂大学医学部附属

浦安病院産婦人科から、「東京近郊の巨大テーマパークからの産科緊急症例についての検討」という

発表がありました。2007年1月1日から2009年12月31日までの期間、同病院に緊急受診した妊婦は

総数 86 人。飛び込み出産 1例、命に関わる常位胎盤早期剥離 1例、子宮外妊娠 1例、流産が 18 例、

入院加療が必要な切迫流産が 1例・切迫早産 1例だったとのことです。また、沖縄では新生児医療は

ただでさえパンク寸前の状態にあるにもかかわらず、沖縄リゾートへの「マタ旅」妊婦が緊急搬送

されることで、NICU（新生児集中治療室）の運営を圧迫するような事態も発生しています。旅行中、

妊娠 23 週で産まれてしまった赤ちゃんが NICU に入院したケースもあり、お母さんは身寄りのない

沖縄で生活しながら、5ヶ月間病院に通っていたとのことです。 

 同じような事が新婚旅行でもあります。「さずかり婚」が一般的になって久しいこの頃ですので、

妊娠中の海外旅行も珍しくなくなっています。赤ちゃんが生まれると新婚旅行ができなくなるという

理由で海外へ行かれるのだと思います。もちろん、おすすめできることではありませんが、少なくとも

旅行保険の中に妊娠による病気も対象になっていることだけは確認してください。米国では 1kg ない

赤ちゃんをミリオンダラーベイビー（1億円の赤ちゃん）と呼びます。それだけ多くのお金がかかると

いうことです。保険に入っていなければ、これを現金で請求されることになります。言葉の通じない

海外でお金の心配をしながら赤ちゃんを見守らなければならなくなります。 

 妊婦健診で問題なかった人でも一瞬先は何が起こるかわからないということを、産婦人科に務めて

いる私たちはいつも思い知らされています。出産すると育児に追われるから、その前の楽しみとして

旅行をする人もいると思いますが、これも実際には「楽しんできてね」とは賛成はできません。

それは上記の理由があるからです。ほとんどの人が無事に妊娠を経て出産を迎えられるので 過度に

怖がる必要はありませんが、みんなが笑顔で赤ちゃんの誕生を迎えられるよう、お母さん、お父さんは

産まれてくる赤ちゃんを第一に考えてあげられるといいですね。 

産婦人科 部長 大谷 恵子 

【お姉ちゃん（6 才）】 

長女は、お産中うちわであおいで応援して
くれました。産後すぐに、「これお母さんが
好きなの」と、ミントチョコを買ってきて
くれました。お昼も食べ逃しての出産で、 
今まで食べた どのチョコより
おいしかったです。 
「赤ちゃんカワイー❤ 」と 
よく抱っこしてくれます。 

2人目を出産した時に、またここで出産したいと思い、決めていたので、
迷いがありませんでした。 

あっという間に 4 ヶ月。泣き声も大きく 3 人の中で
一番はげしいですが、機嫌が良い時の優しい笑顔に
癒やされながら過ごしています。  

現在の心境をお聞かせ下さい！ 

センター 稼動状況 

「助産院で出産しよう！」と思われた理由は？ 
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平成 30 年 10 月号 

総合周産期母子医療センターだより 

ご家族の反応はいかがでしたか 感想等もありましたらお聞かせください。 

【お兄ちゃん（2 才）】 

長男は、「ちっちゃいネー、カワイーネー」、 
「ニィニよー」とよく話しかけてくれます。 

産前・産後と とてもアットホームな雰囲気の中、手厚くサポートしてくださるので
退院したくないと思う程でした（笑） 
ご家族で立ち会いの方には ぜひ助産院での出産をおすすめしたいです。 

助産院で出産を と検討中の皆さんへメッセージをお願いします  

【ご両親へ】 

入院中も退院後も長女・長男がお世話になり、
ゆったりと過ごさせてもらっています。 
安心して出産でき、感謝の気持ちで
いっぱいです。 

いざ、お産 」から過ごされてみてどうでしたか  

助産院でお産ができる方は、 
: 妊娠経過が正常な経産婦さんで、医師より 
助産院でのお産が可能と言われた方 

: ご本人とご家族が、助産院でのお産を希望
されている方 

: 当病院の産科外来を受診されている方 
 です。 

7お姉ちゃんが描かれた素敵な作品です 

院内助産院でお産をされたお母さんに お話を伺いました｡ 

今号は 6 月に出産された 悠汰くんのお母さんです。 

悠汰
ゆうだい

 くん 

平成30年6月18日 生まれ 

周産期センター 
キャラクター
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